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第1 総則

　本書は、慶佐次ロラン局跡地利用推進委員会（以下「委員会」という。）が

慶佐次ロラン局跡地有効利活用事業（仮称）（以下「本事業」という。）につ

いての募集・選定を行うにあたって、 応募者を対象に交付する募集要項と一

体のものである。

　本審査基準は、優先交渉権者を選定するにあたって、応募者のうち最も優れ

た提案を行った者を客観的に評価・選定するための方法及び基準等を示し、応

募者の行う提案に具体的な指針を与えるものである。

　優先交渉権者の選定にあたっての審査は、公平性及び透明性を確保するとと

もに、客観的な評価等を行うために設置している審査委員会において行う。

第2 審査の進め方

1　優先交渉権者の決定までの審査手順の概要

　審査は、以下の手順で実施する。

（１）一次審査（資格書面審査）

　提出された参加表明書及び資格審査書類を確認し、書類の不備や募集要項に

記載されている本事業の参加資格要件を満たしているか確認する。

（２）二次審査（提案審査）

　一次審査において参加資格を有すると認められた応募者からの提案内容を審

査する。

　一次審査（資格書面審査）は東村役場担当課が行うものとし委員会へ報告す

る。二次審査については、審査委員会が実施する。審査委員会は、委員会の基

準に基づいて提案内容の審査を行い、優先交渉権者及び次点交渉権者を決定す

る。委員会は、審査審査会による審査結果を踏まえ、優先交渉権者を決定す

る。
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（３）審査のフロー

　審査の進め方は以下のとおりとする。
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評  視点

全体事業計画 施設 全体コ セ ト

・ 業 目的   業全体  本方針を達成するために具体的
な  となっているか。
・周辺環境 海、森林、騒音 に配慮された具体的な計画と
なっているか。
・周辺環境と調和した意匠となっているか。

20 点

 業遂行力

・ 業遂行力  業 実行力や継続性   保 からみた 業
実施体制、 業実績、工程計画、 金計画、 業収支計画 と
なっているか
・リスクへ 対応策が適切に講じられているか。
・ 業期間中 工程は適切に計画されているか。

15 点

施設計画 施設整備計画全体
・敷地全体を活用した 業計画 施設配置、動線計画 となっ
ているか。
・魅力的な施設に向けた対応・工夫はされているか。

10 点

環境へ 配慮 ・環境負荷低減に関する  はあるか。 5 点

防災機能
※慶佐 ロラ 局跡地は、東村地域防災計
画 「津波災害時 指定緊急避難所」に指
定されている。

・自然災害  非常時において、住民 に対して本施設が担う
防災機能   があるか。

5 点

管理運営 維持管理・運営
・長期にわたり効率的・計画的な施設 維持管理・運営に関し
て具体的な  や体制となっているか。

10 点

地域貢献 地域貢献
・地域 現況 を踏まえ、地域貢献に関して具体的な  や取
り組みがあるか。

10 点

75 点

25 点

100 点
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（4）提案内容の審査項目と配点

　提案内容の審査における審査項目、評価の視点及び配点は以下の通り。

 計

   目 配点

    
 土地借地料・地域へ 経済波 額  

事

業

計

画

審

査

小計



（5）審査項目の点数化方法

　審査は、審査項目ごとに行い次に示す５段階評価により点数を付与する。

（6）優先交渉権者等の決定

　各審査委員の事業計画審査及び価格審査の合計点をもとに、優先交渉権者及

び次点交渉権者を決定する。
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評  判断 準 点数化方法 

Ａ 具体性 ある特に優れた  である。 各 目 配点×1.00 

Ｂ 具体性 ある優れた  である。 各 目 配点×0.75 

Ｃ 標準的な  である。 各 目 配点×0.50 

Ｄ やや劣っている  である。 各 目 配点×0.25 

Ｅ 具体性がなく劣っている  である。 各 目 配点×0.00 

 


